


2013年を振り返って





ウェーハプローバ
Precio™ 

枚葉洗浄装置
CELLESTATM -i

枚葉成膜装置
Trias  +TMe

コータ／デベロッパ
CLEAN TRACKTM LITHIUS ProTM Z

熱処理成膜装置
TELINDY PLUS™

プラズマエッチング装置
TactrasTM 

FPDプラズマエッチング／
アッシング装置
Impressio™ 

有機ELパネル製造用
インクジェット描画装置
Elius™2500



















　当社グループでは、人材育成の強化および組織能力の向上を目的として社内
教育機関「TEL UNIVERSITY」を設置しています。ここでは、社員一人ひとり
が世界で通用する知識・スキルを習得するプログラムのほか、次世代リーダー



















環 境



　環境に配慮した製品づくりには、製品に含まれる有害化学物質の削減が欠か
せません。東京エレクトロングループは各国法規制を遵守し、GHS※1規制に
基づいた化学物質等安全データシート（（M）SDS）を提供したり、欧州REACH規
則※2







社会貢献 ～夢のある社会の構築にむけて～

　韓国では、2006 年より韓国半導体協会が主となり、半導体メーカーやデ
バイスメーカーが半導体に関連する優秀な人材の育成支援を行っています。
Tokyo Electron Korea Limited はこの奨学事業に賛同し、2008年より半導体
を学ぶ理工系学生の中から優秀な学生 1名を選出し「半導体奨学金」を給付して
います。
　また Tokyo Electron （Shanghai） Limited では、2011 年より中国産業界の
しî ヶ刻学 の学生を支援し∵
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東京エレクトロングループの役員および社員は、そのグローバルな事業活動において、
各国および各地域の法令、国際規則をいかなるときも遵守し、企業倫理に則り誠実に行動しなければならない。
東京エレクトロングループの役員および社員は、高い倫理意識に裏付けられた社会的良識に従って行動しなければならない。
東京エレクトロングループの役員および社員は、会社と自らが地域社会の一員であることを認識し、
地域社会と連携を図りつつ、ともに発展していくように努めなければならない。

東京エレクトロングループの役員および社員は、開発・製造・販売・サービス・管理等のすべての業務において、安全の確保と品質の追求に、努めなければならない。
東京エレクトロングループは、地球環境との調和を保ちながら事業活動を行なわなければならない。
東京エレクトロングループの役員および社員は、高い倫理意識を持って、誠実にモノづくりに取り組まなければならない。

東京エレクトロングループは、公正かつ自由な市場の競争を妨げる一切の行為を行わない。
東京エレクトロングループは、サプライヤーを公正な基準に基づき選定する。
サプライヤーとの取引に当たっては、取引上の優越的な立場を利用して、その利益を不当に害する行為を行わない。







ura 200x287mm


